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は
じ
め
に

「
三
浦
右
衛
門
の
最
後⎠

1
⎝

」
は
、
大
正
五
年
十
一
月
の
第
四
次
『
新

思
潮
』
に
載
せ
ら
れ
た
短
編
小
説
で
菊
池
寛
の
最
も
早
い
時
期
の
歴

史
小
説⎠

2
⎝

で
あ
る
。
戦
国
時
代
今
川
家
の
臣
下
で
あ
っ
た
三
浦
右
衛
門

の
悲
惨
な
最
後
を
書
い
た
こ
の
小
説
の
結
末
に
は
「
戦
国
時
代
の
文

献
を
読
む
と
攻
城
野
戦
英
雄
雲
の
如
く
、
十
八
貫
の
鉄
の
棒
を
苧
殻

の
如
く
振
り
廻
す
勇
士
や
、
敵
将
の
首
を
引
き
抜
く
豪
傑
は
沢
山
居

る
が
、
人
間
ら
し
い
人
間
を
常
に m

iss 

し
て
居
た
。
自
分
は
浅
井

了
意
の
犬マ
マ

張
子
を
読
ん
で
三
浦
右
衛
門
の
最
後
を
知
つ
た
時
初
め
て

「T
here is also a m

an

」
の
感
に
堪
へ
な
か
つ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
最
後
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
こ
の
小
説
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
を
テ
ー
マ
と
し
て
書
い
た
小
説
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
そ
の
典
拠

も
浅
井
了
意
の
『
狗
張
子
』
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
作
品
に

関
す
る
先
行
研
究
は
数
少
な
い
が
、
全
集
や
単
行
本
の
解
説
な
ど
で

菊
池
の
歴
史
物
を
論
じ
る
際
に
は
必
ず
こ
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
、
最

後
の
「T

here is also a m
an

」
を
引
き
な
が
ら
、
菊
池
の
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト
的
な
面
を
指
摘
す
る
も
の
が
多
い
。

た
と
え
ば
、和
田
繁
二
郎
は
「
芥
川
と
菊
池
寛
の
歴
史
小
説
」（『
国

文
学
』
昭
和
二
十
八
年
二
月
）
に
お
い
て
、
芥
川
と
菊
池
の
歴
史
小
説

を
比
較
し
な
が
ら
「
こ
れ
ら
の
菊
池
の
歴
史
小
説
は
芥
川
の
も
の
と

同
じ
く
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
も
の
の
探
求
と
提
示
と
い
う
点
で
共
通
し

た
も
の
が
あ
り
、
新
し
く
人
間
像
の
発
掘
を
試
み
た
も
の
で
画
期
的

な
業
績
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、「
菊
池
の
場
合
、
啓
吉
物

な
ど
に
は
、
虚
無
感
あ
る
い
は
厭
世
的
な
傾
き
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
歴
史
小
説
の
類
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
出

菊
池
寛
「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」
試
論

金　
　

宙
賢
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来
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
人
間
性
礼
賛
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
」

と
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
人
間
性
礼
賛
」
と
い
っ
た
見
解
は
、
小
林
秀
雄
の

「
解
説
」『
菊
池
寛
文
学
全
集
二
』（
昭
和
三
十
五
年
、
文
藝
春
秋
新
社
）

に
も
見
ら
れ
る
。
小
林
は｢

菊
池
は
、大
正
八
年
十
月
、『
文
章
世
界
』

に
「
小
説
の
分
類
」
と
い
う
文
章
を
書
い
た
事
が
あ
る
。
そ
こ
で
菊

池
は
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家
の
ア
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
小
説
分
類
法
を
紹
介

し
た
の
だ
が
、
そ
の
中
の
一
つ
が
「
人ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
テ
㆑
ス
ト

間
的
興
味
の
小
説
」
で
あ

っ
た｣

と
述
べ
な
が
ら
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
テ
レ
ス
ト
の
小
説
」
と

い
う
表
現
を
取
り
上
げ
、菊
池
の
小
説
こ
そ
そ
れ
で
あ
っ
た
と
す
る
。

「
菊
池
寛
の
作
品
の
製
作
動
機
は
い
つ
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。
其
処
以

外
に
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
集
（
引
用
者
注
：『
菊
池

寛
文
学
全
集
二
』）
の
な
か
に
は
、
自
己
の
生
活
を
題
材
と
し
た
幾
つ

か
の
作
も
あ
る
が
、
ど
れ
も
告
白
文
学
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
悔
恨
も
弁
明
も
主
張
も
な
い
。
自
己
の
平
凡
な
生

活
が
平
凡
に
語
ら
れ
て
い
て
、
作
者
は
お
そ
ら
く
こ
れ
を
読
む
も
の

に
、「
こ
こ
に
も
人
間
が
い
る
」
と
共
感
し
て
く
れ
る
人
間
が
い
た
ら

満
足
だ
、
そ
れ
以
上
何
も
望
ん
で
は
い
な
い
、
と
考
え
て
い
た
と
思

わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
林
の
言
う
「
こ
こ
に
も
人
間
が
い
る
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く

「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」
の
末
尾
の
表
現
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」
を
菊
池
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
を
示
す
小
説
と
見
る
和
田
や
小
林
の
評
価
は
そ
の
後
も
ず
っ
と

維
持
さ
れ
、
作
品
の
典
拠
に
つ
い
て
も
、
作
中
で
菊
池
が
言
及
し
た

「
犬
張
子
」（『
狗
張
子
』）
で
あ
る
と
疑
い
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き

た
感
が
あ
る
。
確
か
に
、こ
の
作
品
は
『
狗
張
子
』
を
典
拠
と
し
て
、

武
士
道
の
世
界
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
自
分
の
命
を
惜
し

む
人
間
的
な
武
士
を
描
い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
小
説
と
し
て
も
読

む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、『
狗
張
子
』
と
比
べ
て
み
る
と
、
設
定

や
内
容
に
お
い
て
異
な
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
類

似
し
て
い
る
の
で
題
材
と
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
細
部
に

至
っ
て
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
は

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
小
説
」
と
し
て
単
純
に
評
価
さ
れ
、
典
拠
に

関
し
て
も
ま
た
作
品
の
解
釈
に
対
し
て
も
今
ま
で
あ
ま
り
詳
し
く
は

研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、作
者
が
自
ら
典
拠
と
し
て
明
示
し
て
い
る
『
狗
張
子
』

と
こ
の
小
説
と
の
比
較
を
通
し
て
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
、
隠
れ

た
典
拠
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。
そ
し
て
三
浦
右
衛
門
と
い
う
主
人

公
の
造
形
や
語
り
の
方
法
に
も
着
目
し
、
菊
池
の
歴
史
小
説
の
書
き

方
の
原
点
を
示
し
て
い
る
小
説
と
し
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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一　
「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」
と
浅
井
了
意
『
狗
張
子
』

ま
ず
『
狗
張
子
』
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。『
狗
張
子
』
と
は
江

戸
前
期
に
書
か
れ
た
浅
井
了
意
の
仮
名
草
子
で
、
作
者
没
後
で
あ
る

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
全
七
巻
で
あ
る
が
、
内

容
は
中
国
唐
代
の
短
篇
怪
異
小
説
を
翻
案
し
た
も
の
、
本
朝
の
先
行

作
品
を
素
材
と
し
た
も
の
な
ど
四
五
編
の
怪
奇
説
話
か
ら
成
っ
て
い

る
。『
狗
張
子
』
の
翻
刻
は
「
近
代
日
本
文
学
大
系
」
第
十
三
巻
『
怪

異
小
説
集
：
全
』（
昭
和
三
年
五
月
、
国
民
図
書
株
式
会
社
編
）、「
日
本
名

著
全
集
」第
十
巻『
怪
談
名
作
集
』（
昭
和
三
年
、日
本
名
著
全
集
刊
行
会
）、

『
徳
川
文
芸
類
聚
』（
大
正
四
年
七
月
、
国
書
刊
行
会
）
の
三
種
類
で
あ

る⎠
3
⎝

。
菊
池
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
『
狗
張
子
』
を
読

ん
だ
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
執
筆
時
期
を
考
え
る
と
恐
ら
く

『
徳
川
文
芸
類
聚
』
の
第
四
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
狗
張
子
」
を
読
ん

だ
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る⎠

4
⎝

。
し
た
が
っ
て
、
作
品
の
末
に
あ
る

「
犬
張
子
」
と
は
『
徳
川
文
芸
類
聚
』「
狗
張
子
」
の
中
の
巻
五
の
一

「
今
川
氏
真
没
落　

附　

三
浦
右
衛
門
最
後
」
を
指
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

「
狗
張
子
」
の
「
今
川
氏
真
没
落　

附　

三
浦
右
衛
門
最
後
」
と

は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
の
か
。
周
知
の
通
り
、
天
文
七
年
（
一

五
三
八
）
今
川
義
元
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
氏
真
は
、永
禄
三
年
（
一

五
六
〇
）
父
の
義
元
が
桶
狭
間
の
戦
い
で
織
田
信
長
に
よ
っ
て
討
た

れ
、
家
督
を
相
続
し
た
。
し
か
し
氏
真
に
と
っ
て
、
父
の
死
ん
だ
桶

狭
間
の
敗
戦
の
打
撃
は
大
き
く
、
勢
を
立
て
直
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
わ
ず
か
七
年
足
ら
ず
で
武
田
信
玄
と
徳
川
家
康
の
侵
攻
を
受

け
、
領
国
の
駿
河
・
遠
海
・
三
河
を
奪
わ
れ
、
戦
国
大
名
と
し
て
の

今
川
氏
は
滅
亡
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
狗
張
子
」
も
こ
れ
に
従
っ
て
お
り
、
話
は
「
駿
府
の
今
川
義
元
」

が「
織
田
信
長
公
に
討
た
れ
、そ
の
子
息
氏
真

4

4

そ
の
あ
と
を
つ
ぎ
」（
傍

点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
）
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
話
が
始
ま
る
。

そ
の
後
、
武
藤
新
三
郎
と
い
う
「
白
面
の
佞
幸
」
が
今
川
氏
真
に
寵

愛
さ
れ
、
や
が
て
三
浦
右
衛
門
佐
を
名
乗
り
権
力
を
握
る
よ
う
に
な

る
の
だ
が
、「
氏
真
限
り
な
く
愛
ま
ど
ひ
て
、
日
夜
席
を
同
し
て
、
酒

宴
遊
興
に
月
を
わ
た
り
、
亂
舞
淫
楽
に
年
を
送
」
っ
た
の
で
、
そ
の

莫
大
な
浪
費
の
た
め
百
姓
の
生
活
は
疲
弊
し
、
国
政
は
破
綻
し
て
し

ま
う
。
百
姓
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
三
浦
右
衛
門
を
恨
む
。
そ
の
後
、

三
浦
右
衛
門
は
戦
争
で
劣
勢
に
な
っ
た
氏
真
を
裏
切
っ
て
一
人
で
逃

げ
る
。
三
浦
右
衛
門
は
三
河
の
高
天
神
に
行
き
、
小
笠
原
与
八
郎
に

「
霰
の
ご
と
く
な
る
涙
を
雨
の
如
に
流
し
」
な
が
ら
「
た
と
ひ
耳
鼻

を
そ
が
れ
て
な
り
と
も
、
命
を
だ
に
た
す
け
ら
れ
な
ば
、
限
り
な
き

御
恩
な
る
べ
し
」
と
助
け
を
求
め
る
が
、
今
川
家
の
没
落
を
聞
い
た

小
笠
原
は
三
浦
右
衛
門
に
「
あ
の
き
た
な
き
根
性
故
に
こ
そ
、
重
恩
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の
主
を
す
て
、
こ
れ
ま
で
は
落
ち
来
り
け
れ
。
と
く
〳
〵
首
を
は
ね

て
、
不
忠
不
義
の
佞
臣
の
こ
ら
し
め
に
せ
よ
や
」
と
言
い
、
三
浦
右

衛
門
の
首
を
斬
る
。そ
し
て
そ
の
死
骸
は
野
辺
に
捨
て
ら
れ
る
が「
鳶

烏
あ
つ
ま
り
、
眼
を
つ
か
み
は
ら
わ
た
啄
ば
み
、
犬
狼
む
ら
が
り
て
、

手
足
を
引
き
ち
ら
し
し
し
む
ら
を
あ
ら
そ
ふ
」
と
い
う
の
が
結
末
で

あ
る
。
最
後
は
「
一
旦
に
果
報
盡
て
、
屍
を
草
む
ら
に
さ
ら
し
、
恥

を
残
す
こ
そ
哀
な
れ
」
と
あ
る
。

一
方
、
菊
池
の
「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」
は
、
泥
だ
ら
け
の
落
人

の
三
浦
右
衛
門
が
高
天
神
を
訪
ね
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
豪
奢
遊
蕩

の
中
心
で
あ
り
、
義
元
恩
顧
の
忠
臣
を
続
々
に
退
転
さ
せ
た
原
因
で

あ
る
と
噂
さ
れ
て
い
た
三
浦
右
衛
門
は
、
今
川
氏
元

4

4

の
寵
愛
を
受
け

て
い
た
。
し
か
し
、
今
川
家
が
戦
争
で
敗
れ
る
と
三
浦
右
衛
門
は
自

身
の
命
の
危
機
を
感
じ
、
君
主
の
氏
元
を
捨
て
て
逃
げ
て
し
ま
う
。

そ
の
後
、
彼
は
か
つ
て
自
分
が
懇
意
に
し
て
い
た
天
野
刑
部
を
頼
っ

て
、
高
天
神
の
城
へ
と
向
か
う
が
、
当
初
歓
迎
し
て
く
れ
た
刑
部
は

氏
元
が
負
け
た
こ
と
を
知
り
、
氏
元
の
敵
で
あ
っ
た
織
田
勢
に
忠
誠

心
を
示
す
た
め
に
、
三
浦
右
衛
門
を
殺
そ
う
と
す
る
。
右
衛
門
は
形

部
に
命
乞
い
を
す
る
が
、
形
部
と
そ
の
部
下
た
ち
は
、
命
を
惜
し
む

三
浦
右
衛
門
を
弄
び
、
鼻
と
両
耳
、
足
や
腕
を
次
々
と
斬
り
、
三
浦

右
衛
門
は
死
ん
で
し
ま
う
。「
太
刀
取
は
四
度
太
刀
を
振
り
直
し
て

え
い
と
首
を
刎
ね
た
。
首
は
砂
の
上
を
二
、
三
尺
こ
ろ
〳
〵
と
転
げ

て
、
止
ま
つ
た
所
で
口
を
モ
グ
〳
〵
さ
せ
た
。
肺
臓
と
離
れ
て
居
な

か
つ
た
ら
キ
ッ
ト「
命
が
惜
し
う
厶
る
」と
云
つ
た
に
違
ひ
な
い
」と
、

最
後
ま
で
命
を
惜
し
ん
だ
三
浦
右
衛
門
だ
が
、こ
こ
で
あ
の
「T

here 

is also a m
an

」
の
コ
メ
ン
ト
で
作
品
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。設

定
だ
け
を
比
較
し
て
み
る
と
「
狗
張
子
」
で
は
、
主
君
は
今
川

義
元
の
息
子
で
あ
る
「
今
川
氏
真

4

4

」
で
あ
り
、
永
禄
十
年
十
二
月
六

日
「
武
田
信
玄
三
万
五
千
余
騎
に
て
、
駿
府
に
を
し
よ
せ
け
る
」
と

あ
る
。
そ
し
て
三
浦
右
衛
門
は
高
天
神
の
「
小
笠
原
与
八
郎
」
に
助

け
を
求
め
る
。
し
か
し
「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」
に
な
る
と
、
今
川

義
元
の
息
子
で
あ
る
主
君
は
名
前
が
「
今
川
氏
元

4

4

」
で
あ
り
、
三
浦

右
衛
門
が
高
天
神
の
「
天
野
刑
部
」
を
訪
ね
る
の
は
「
天
正
の
末
年

で
酷
い
盛
夏
の
一
日
」
と
な
っ
て
い
る
。「
狗
張
子
」
に
も
実
名
で

登
場
し
て
い
た
「
今
川
氏
真
」
は
何
故
か
架
空
の
人
物
の
「
今
川
氏

元
」
に
な
っ
て
お
り
、「
小
笠
原
与
八
郎
」
は
「
天
野
刑
部
」
と
い
う

名
前
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。「
天
正
末
年
」
は
、
文
禄
元
年
（
一
五
九

二
年
）
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
歴
史
上
、
今
川
家
が
府
中
の
城
を
攻

め
ら
れ
た
の
は
永
禄
十
一
年（
一
五
六
八
）で
あ
り
、「
狗
張
子
」の「
永

禄
十
年
十
二
月
六
日
」
が
史
実
通
り
で
あ
る
。「
狗
張
子
」
の
人
名

や
年
号
が
史
実
と
一
致
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
菊
池
は
そ
れ

を
わ
ざ
わ
ざ
変
更
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、初
出
で
あ
る『
新
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思
潮
』
の
「
三
浦
右
衛
門
の
最
期
」
で
は
「
今
川
氏
元

4

4

」
で
登
場
し

て
い
た
氏
真
は
、
初
刊
本
の
『
無
名
作
家
の
日
記
』（
大
正
七
年
「
新

進
作
家
叢
書　

十
五
」
新
潮
社
）
の
本
文
で
は
、
な
ぜ
か
「
今
川
氏
康

4

4

」

と
い
う
名
前
で
登
場
す
る
。
そ
の
後
の
全
集
に
は
ま
た
初
出
に
基
づ

き
「
今
川
氏
元

4

4

」
に
戻
っ
て
い
る
。

し
か
も
「
狗
張
子
」
で
は
「
白
面
の
佞
幸
」
と
し
て
簡
略
に
済
ま

さ
れ
て
い
る
三
浦
右
衛
門
の
外
見
は
「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」
で
は

数
ケ
所
に
わ
た
っ
て
そ
の
美
貌
が
鮮
や
か
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ゆ
え
「
今
川
氏
元
」
と
の
同
性
愛
的
な
関
係
を
ほ
の
め
か
し
て
い

る
点
も
「
狗
張
子
」
で
は
見
ら
れ
な
い
相
違
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
人
物
造
形
は
ど
こ
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

二　

 

隠
さ
れ
た
典
拠
の
可
能
性　

 

　
―
「
狗
張
子
」
と
『
甲
陽
軍
鑑
』

菊
池
は
「
犬マ
マ

張
子
を
読
ん
で
、三
浦
右
衛
門
の
最
後
を
知
っ
た
時
、

初
め
て
「T

here is also a m
an

」
の
感
に
堪
へ
な
か
つ
た
」
と
書

い
て
い
る
が
、
今
川
家
の
敗
退
と
三
浦
右
衛
門
の
話
は
、
実
は
「
狗

張
子
」
だ
け
で
は
な
く
、
軍
鑑
物
な
ど
で
す
で
に
広
く
知
ら
れ
て
い

た
。
例
え
ば
「
狗
張
子
」
の
典
拠
の
一
つ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る

『
甲
陽
軍
鑑
』は
、全
二
十
巻
五
十
九
品
か
ら
成
る
軍
学
書
で
あ
る
が
、

武
田
信
玄
を
中
心
と
す
る
甲
州
武
士
の
事
績
・
心
構
え
・
理
想
を
述

べ
た
も
の
で
、
国
書
総
目
録
に
よ
る
と
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
現
存
す
る

最
古
の
板
本
は
明
暦
二
年
版
（
一
六
五
六
）
で
あ
り
、万
治
二
年
版
（
一

六
五
九
）
と
刊
年
不
明
の
版
本
が
あ
る
。
そ
し
て
江
戸
時
代
だ
け
で

も
二
十
種
に
近
い
板
本
が
出
て
お
り
、
写
本
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
も

数
多
い
。

近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
翻
刻
を
見
る
と
、
明
暦
二
年
版
本
の
翻
刻

が
『
戦
国
資
料
叢
書
』
の
第
三
巻
五
編
（
昭
和
四
十
一
年
、人
物
往
来
社
、

中
村
孝
也
等
監
修
）
に
、
万
治
二
年
版
本
系
統
が
『
甲
陽
叢
書
第
一
、

二
篇
甲
陽
軍
鑑
』（
明
治
二
十
五
～
二
十
六
年
、
温
故
堂
、
高
坂
弾
正
著
、

山
田
弘
道
校
）、『
甲
斐
叢
書
四
・
五
』（
昭
和
九
年
、
甲
斐
叢
書
刊
行
会
、

広
瀬
広
一
・
赤
岡
重
樹
校
）、『
武
田
流
軍
学
全
書
』（
昭
和
十
年
、
武
田
流

軍
学
全
書
刊
行
会
）、『
甲
斐
志
料
集
成
九
』（
昭
和
七
年
、
甲
斐
志
料
刊
行

会
）
と
様
々
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

菊
池
が
『
甲
陽
軍
鑑
』
を
読
ん
だ
と
す
る
な
ら
時
期
的
に
も
関
連

性
に
お
い
て
も
『
甲
陽
叢
書
第
二
篇
甲
陽
軍
鑑
』
収
録
の
も
の
の
可

能
性
が
高
い
。
ま
ず
「
甲
陽
軍
鑑
品
第
三
十
四　

巻
第
十
一
之
上
」

を
見
て
み
よ
う
。引
用
は
す
べ
て『
甲
陽
叢
書
第
二
編
甲
陽
軍
鑑
』（
明

治
二
十
五
年
、
温
故
堂
）
に
よ
る
。

 　

容
貌
美
麗
に
ば
か
り
あ
れ
ば
西
国
の
大
内
義
隆
が
風
の
ご
と
く

に
成
候　

遠
か
ら
ぬ
駿
河
氏
真
の
家
老
武
藤
新
三
郎
行
儀
、
香
車
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過
候
て
今
川
の
家
に
武
士
道
手
柄
者
共
数
多
あ
り
と
雖
も
父
義
元

の
吊
合
戦
な
ら
ず
し
て
申
の
年
よ
り
當
年
迄
九
年
の
間
香
車
風
流

の
沙
汰
斗
り
候
て
武
士
の
道
す
た
り
た
る
様
に
み
ゆ
る
は
武
藤
新

三
郎
が
氏
真
の
気
に
入
、
三
浦
右
衛
門
助
に
成
り
、
心
は
貪
、
上

は
香
車
に
け
た
か
く
仕
る
と
て
諸
侍
に
お
ほ
へ
い
致
し
諸
人
に
あ

か
れ
候
事
香
車
過
た
る
故
也

大
内
義
隆
は
衆
道
を
好
ん
だ
事
で
も
知
ら
れ
て
い
る
人
物
だ
が
、

こ
こ
で
は
氏
真
の
三
浦
右
衛
門
に
対
す
る
寵
愛
を
大
内
に
喩
え
て
い

る
た
め
、氏
真
と
三
浦
右
衛
門
の
同
性
愛
的
な
関
係
も
覗
え
る
。「
狗

張
子
」
に
は
な
か
っ
た
「
容
貌
美
麗
」
の
三
浦
右
衛
門
や
「
大
内
義

隆
が
風
の
ご
と
く
」
と
い
っ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
設
定
が
『
甲

陽
叢
書
第
二
編
甲
陽
軍
鑑
』
で
は
示
さ
れ
て
い
る
。
容
貌
美
麗
の
武

藤
新
三
郎
は
氏
真
か
ら
寵
愛
さ
れ
三
浦
右
衛
門
と
い
う
名
を
与
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
、
武
藤
新
三
郎
は
身
分
の
低
い
出
身
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
何
故
彼
が
三
浦
の
名
字
を
も
ら
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま

た
『
三
河
後
風
土
記
：
今
古
実
録
』（
明
治
十
九
年
、
大
村
弼
八
郎
編
、

栄
泉
社
）「
三
浦
義
鎭
侫
弁
を
以
て
氏
真
を
惑
は
す
事
」
の
「
巻
之
三
」

に
も
書
か
れ
て
い
る
。
氏
真
は
あ
る
日
「
一
人
の
美
童
を
見
て
頻
り

に
恋
慕
ひ
」「
近
臣
を
呼
び
彼
は
何
者
の
倅
な
る
や
」
と
聞
い
た
と

こ
ろ「
料
理
人
武
藤
喜
兵
衛
と
い
う
者
の
倅
に
て
弥
三
郎
と
い
う
者
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。氏
真
は
、低
い
身
分
に
懸
念
を
抱
き
、「
小

原
肥
前
守
と
談
合
」
し
て
「
彼
を
妾
腹
の
男
子
」
と
さ
せ
た
。
そ
の

後
「
弥
三
郎
を
呼
出
し
て
近
習
に
召
仕
」
わ
せ
た
が
「
今
川
家
十
八

人
の
大
身
の
内
三
浦
何
某
早
世
し
て
其
家
断
絶
せ
ん
と
し
け
る
を
氏

真
彼
寵
愛
深
き
弥
三
郎
に
三
浦
家
を
相
続
さ
せ
て
三
浦
右
衛
門
尉
義

鎭
と
名
乗
せ
」
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
狗
張
子
」
に
は
な
い
三

浦
右
衛
門
の
造
形
は
『
甲
陽
叢
書
第
二
篇
甲
陽
軍
鑑
』
と
『
三
河
後

風
土
記
：
今
古
実
録
』
に
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
『
甲
陽
叢
書
第
二
篇
甲
陽
軍
鑑
』
の
「
甲
陽
軍
鑑
命
期
巻
品
第

十
一　

巻
第
三　

鈍
過
た
る
大
将
の
事　

付　

駿
州
今
川
家　

山
本

勘
介
の
事
」
に
は
氏
真
が
「
三
浦
右
衛
門
と
い
ふ
愚
者
の
申
す
ま
ま

に
成
り
給
ひ
三
浦
右
衛
門
が
身
よ
り
の
者
或
は
三
浦
右
衛
門
が
気
に

あ
ふ
た
る
者
ば
か
り
仕
合
せ
よ
く
左
様
な
る
仕
置
き
故
」と
あ
っ
て
、

「
鈍
過
た
る
大
将
」
で
あ
る
氏
真
は
三
浦
右
衛
門
に
気
持
ち
を
奪
わ

れ
て
し
ま
い
、
彼
の
言
う
が
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
設
定
で
あ

る
。ま

た
『
日
本
史
蹟
文
庫　

戦
国
の
川
中
島⎠

5
⎝

』
に
も
「
こ
の
時
今
川

氏
の
主
は
氏
真
で
あ
っ
た
が
、
氏
真
は
性
格
暗
愚
に
且
つ
尫
弱
と
来

て
、
政
務
、
武
事
共
に
之
を
顧
み
る
こ
と
な
く
総
べ
て
そ
の
嬖
臣
の

三
浦
右
衛
門
佐
義
鎭
と
云
ふ
も
の
に
任
せ
て
居
た
。
義
鎭
は
却
々
喰

へ
ぬ
男
で
、
そ
の
政
治
向
き
に
え
こ
ひ
い
き
の
事
多
く
偏
頗
の
所
置
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の
み
や
っ
た
の
で
国
人
服
せ
ず
今
川
家
の
家
運
は
漸
次
衰
微
に
傾
き

凋
古
惨
凄
な
る
秋
野
の
趣
き
を
呈
す
る
に
至
っ
た
」
と
あ
る
。
三
浦

右
衛
門
に
つ
い
て
は
「
残
酷
な
佞
人
ゆ
え
」「
今
川
家
の
人
々
心
あ

し
く
な
り
、
そ
で
な
き
事
に
物
を
い
れ
、
堺
の
紹
鴎
が
流
の
茶
の
湯

が
か
り
な
り
と
て
茶
碗
一
ッ
を
三
千
貫
に
て
買
取
栄
花
に
ふ
け
り
申

候
は
三
浦
右
衛
門
の
し
わ
ざ
な
り
」
と
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
「
狗
張
子
」
の
「
和
泉
の
境
に
聞
え
し
紹
鴎
が
も
ち
た
る
高
麗

茶
碗
を
三
千
貫
に
買
と
り
」
と
い
う
記
述
と
も
通
底
す
る
部
分
で
あ

ろ
う
。
三
浦
右
衛
門
の
最
後
に
つ
い
て
は
「
三
浦
右
衛
門
が
累
年
侫

人
ゆ
へ
悉
く
氏
真
公
を
う
ら
み
奉
り
供
仕
す
る
者
す
く
な
し
結
句
氏

真
公
世
が
世
の
時
は
威
勢
な
き
人
々
に
供
い
た
す
者
あ
ま
た
あ
り
一

番
に
い
せ
い
者
の
三
浦
右
衛
門
は
づ
し
て
遠
州
高
天
神
の
小
笠
原
を

頼
み
て
行
に
冥
加
盡
は
て
三
浦
右
衛
門
小
笠
原
に
誅
せ
ら
る
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
三
浦
右
衛
門
が
高
天
神
の
小
笠
原
を
訪
ね
て
そ
こ

で
成
敗
さ
れ
た
事
が
わ
か
る
。

今
川
家
と
三
浦
右
衛
門
の
話
を
伝
え
る
書
物
は
数
多
い
の
で
あ
る

が
、
菊
池
が
作
中
で
言
及
し
た
「
犬
張
子
」（「
狗
張
子
」）
以
外
の
物

も
紹
介
し
た
の
は
、
菊
池
が
す
で
に
こ
の
話
を
知
っ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
好
き
で
博
覧
強
記
の
菊
池
は
こ
の
話
自

体
は
知
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
三
浦
右
衛
門
の
最
後
に
つ
い
て
は

詳
し
く
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
最
後
の
詳
細
を
知
り
、

創
作
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
は
「
狗
張
子
」
を
読
ん
で
か
ら
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
他
の
本
に
は
三
浦
右
衛
門
が
最

後
死
ん
だ
事
だ
け
を
伝
え
て
い
る
が
、
唯
一
「
狗
張
子
」
だ
け
が
怪

談
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
懸
命
に
命
を
乞

う
三
浦
右
衛
門
の
心
境
と
、
そ
の
悲
惨
な
首
切
り
の
場
面
、
そ
し
て

野
原
に
捨
て
ら
れ
た
遺
体
の
凄
ま
じ
い
姿
ま
で
を
も
グ
ロ
テ
ス
ク
に

描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
菊
池
は『
甲
陽
叢
書
第
二
篇
甲
陽
軍
鑑
』

等
か
ら
す
で
に
三
浦
右
衛
門
の
話
を
知
っ
て
お
り
、
氏
真
と
の
関
係

や
三
浦
右
衛
門
の
外
見
に
お
い
て
は
そ
れ
に
従
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

最
後
の
首
切
り
の
場
面
は
浅
井
了
意
の
「
狗
張
子
」
の
場
面
を
参
考

に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
菊
池
の
作
り
出
し
た
三
浦

右
衛
門
と
い
う
人
物
の
外
見
描
写
に
お
い
て
は
、
歌
舞
伎
の
女
形
の

造
形
を
参
考
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

 

三
浦
右
衛
門
の
造
形
と 

「T
here is also a m

an

」
の
意
味

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
「
狗
張
子
」
を
含
め
、
諸
書
で
は
三
浦

右
衛
門
を
悪
の
根
源
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
で
は
、
小
説
で
は
ど

う
な
の
か
。
三
浦
右
衛
門
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
部
分
を
見
て
み
よ

う
。
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彼
は
今
川
家
の
カ
ン
カ
ア⎠

6
⎝

だ
と
云
は
れ
て
居
る
。
氏
元
が
豪
奢

遊
蕩
の
中
心
は
彼
だ
と
云
は
れ
て
居
る
。
義
元
の
時
よ
り
は
二
、

三
倍
の
誅
求
が
あ
る
の
も
、
皆
彼
の
為
だ
と
云
は
れ
て
居
る
。
義

元
恩
顧
の
忠
臣
が
続
々
と
退
転
し
た
の
も
彼
の
為
だ
と
云
は
れ
て

居
る
。
今
川
家
の
心
あ
る
人
々
は
彼
の
名
を
呪
つ
て
居
る
。
彼
の

悪
評
は
駿
河
一
国
の
隅
々
に
迄
響
い
て
居
る
。
其
の
悪
評
を
耳
に

し
な
い
の
は
恐
ら
く
彼
自
身
丈
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。実
際
、

右
衛
門
に
は
何
の
罪
も
な
い
の
だ
が
、
右
衛
門
の
寵
幸
と
今
川
家

の
頹
廃
と
が
同
時
に
起
つ
た
の
で
、
単
純
な
世
人
は
其
間
に
因
果

関
係
が
あ
る
と
思
つ
た
の
で
あ
る
。
実
際
彼
は
一
人
の
無
邪
気
な

少
年
に
過
ぎ
な
い
。
彼
は
十
三
の
時
に
、
京
の
西
洞
院
に
侘
住
居

を
し
て
居
た
両
親
の
手
か
ら
今
川
家
へ
児
小
姓
に
召
し
上
げ
ら
れ

た
の
で
、
其
以
来
は
、
た
だ
主
君
や
周
囲
か
ら
せ
ら
れ
る
事
を
受

動
的
に
甘
受
し
て
居
た
丈
で
自
分
の
意
志
を
働
か
し
て
は
、
何
一

つ
し
た
事
も
な
い
が
、
氏
元
の
彼
に
対
す
る
寵
幸
が
あ
ま
り
に
極

端
な
の
で
、
彼
が
巧
み
に
主
君
を
操
つ
て
居
る
や
う
に
見
え
た
丈

で
あ
る
。

作
中
の
語
り
手
の
表
現
を
借
り
る
と
、
三
浦
右
衛
門
は
「
無
邪
気

な
少
年
」
で
あ
っ
て
、
彼
の
悪
名
は
「
単
純
な
世
人
」
の
「
誤
解
」

で
あ
り
「
彼
が
巧
み
に
主
君
を
操
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
丈
で
あ

る
」
と
三
浦
右
衛
門
を
擁
護
す
る
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
三
浦
右
衛

門
は
「
主
君
や
周
囲
か
ら
せ
ら
れ
る
こ
と
を
受
動
的
に
甘
受
し
て
居

た
丈
で
自
分
の
意
志
を
働
か
し
て
は
、
何
一
つ
し
た
事
も
な
い
」
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、三
浦
右
衛
門
の
無
邪
気
さ
を
強
調
す
る
語
り
手
は
、

彼
の
外
見
に
お
い
て
も
か
な
り
詳
し
い
描
写
を
加
え
て
い
る
。
三
浦

右
衛
門
は
「
前
髪
を
二
つ
に
分
け
た
下
か
ら
美
し
い
眸
が
光
っ
て
い

る
」「
男
ら
し
さ
の
裡
に
女
ら
し
さ
が
あ
り
」「
彼
の
美
し
い
肉
体
は

六
月
の
太
陽
の
下
に
忽
ち
色
が
変
わ
つ
て
行
く
ほ
ど
白
か
つ
た
」
な

ど
と
描
写
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
中
性
的
ま
た
は
女
性
的
と

も
い
え
る
美
少
年
と
し
て
の
具
体
的
か
つ
繊
細
な
描
写
は
、
前
述
し

た
『
甲
陽
叢
書
第
二
編
甲
陽
軍
鑑
』
に
は
「
容
貌
美
麗
」、『
三
河
後

風
土
記
：
今
古
実
録
』 

の
巻
之
三
に
は
「
一
人
の
美
童
」
と
描
か
れ

て
い
る
の
み
で
、
こ
の
よ
う
な
三
浦
右
衛
門
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

な
魅
力
や
中
性
的
美
少
年
の
姿
は
、
少
な
く
と
も
「
狗
張
子
」
で
は

直
接
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。「
前
髪
を
二
つ
に
分
け

た
白
い
肌
」
の
、「
女
ら
し
さ
の
あ
る
美
少
年
」
と
い
う
三
浦
右
衛
門

の
人
物
像
は
ど
こ
か
歌
舞
伎
の
若
衆
を
思
わ
せ
る
の
だ
が
、
こ
れ
以

外
に
も
本
作
に
は
「
鈴
个
森
の
舞
台
で
権
八
に
切
ら
れ
た
雲
助
の
手

の
よ
う
に
」
と
い
う
表
現
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
菊
池
が
歌
舞
伎

の
若
衆
を
念
頭
に
お
い
て
三
浦
右
衛
門
を
描
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
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実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
鈴
个
森
」
と
は
、
江
戸
時
代
に
武
蔵
国
荏
原
郡
の
東
海
道
筋
の

鈴
ケ
森
に
置
か
れ
て
い
た
刑
場
の
呼
称
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
歌

舞
伎
の
脚
本
を
指
し
て
い
る
。
一
幕
物
で
浄
瑠
璃
「
驪
山
比
翼
塚
」

に
初
め
て
現
わ
れ
る
「
鈴
个
森
」
は
、
四
世
鶴
屋
南
北
作
の
歌
舞
伎

劇
「
霊
験
曾
我
籬
」
を
経
て
「
浮
世
柄
比
翼
稲
妻
」
に
至
っ
て
確
立

し
た
「
鈴
ケ
森
の
場
」
を
独
立
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
。
浪
人
白
井
権

八
が
大
勢
の
雲
助
と
の
立
ち
回
り
の
後
、
幡
随
院
長
兵
衛
と
出
会
う

場
面
な
ど
が
有
名
だ
が
、
こ
の
歌
舞
伎
の
比
喩
が
重
要
な
の
は
、
そ

れ
が
本
作
中
の
三
浦
右
衛
門
の
造
形
と
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
歌
舞
伎
の
主
人
公
で
あ
る
白
井
権
八
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
武
士

の
平
井
権
八
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
彼
は
延
宝
七
年
に

二
十
五
歳
で
鈴
ケ
森
で
処
刑
さ
れ
、
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
で
は
白
井
権

八
の
名
で
知
ら
れ
る
。
三
浦
右
衛
門
を
描
く
際
に
、
美
貌
の
若
衆
で

あ
る
歌
舞
伎
の
白
井
権
八
の
姿
を
菊
池
は
大
い
に
参
考
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

実
際
、
作
品
の
発
表
の
直
前
で
あ
る
大
正
五
年
七
月
号
の
『
演
芸

画
報
』
に
は
「
厚
見
老
人
」
と
い
う
筆
名
で
書
か
れ
た
「
権
八
の
い

ろ
い
ろ
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
お
り
、
舞
台
化
さ
れ
て
き
た
権
八

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る⎠

7
⎝

。
そ
の
中
で
は
権
八
に
つ
い
て
「
怜
悧

で
武
芸
が
出
来
て
、
そ
し
て
美
し
い
」「
水
を
滴
れ
る
様
な
美
し
い

若
衆
」
で
あ
る
と
し
て
歌
舞
伎
や
狂
言
に
登
場
す
る
権
八
の
美
貌
を

褒
め
、
権
八
の
役
が
女
形
と
し
て
上
演
さ
れ
る
の
も
お
か
し
く
な
い

と
し
て
い
る
。

さ
て
、
作
中
で
三
浦
右
衛
門
は
誤
解
さ
れ
た
無
実
の
美
し
い
少
年

の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
は
た
し
て
三
浦
右
衛
門
は
本
当

に
「
無
邪
気
な
美
少
年
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
語
り
手
は
「
狗

張
子
」
に
は
表
れ
て
い
な
い
三
浦
右
衛
門
の
美
し
さ
ま
で
を
加
え
、

彼
の
無
実
を
抗
弁
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
他
の
三
浦

右
衛
門
の
描
写
を
見
る
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
事
が
分
か
る
。

「
男
ら
し
さ
の
裡
に
女
ら
し
さ
が
あ
り
、
凜
々
し
さ
の
裡
に
狡
滑
ら

し
さ
が
あ
っ
た
」
と
あ
っ
て
、三
浦
右
衛
門
は
「
男
ら
し
さ
」
と
「
女

ら
し
さ
」、「
凛
々
し
さ
」と「
狡
猾
ら
し
さ
」を
同
時
に
持
っ
て
い
る
、

つ
ま
り
実
体
を
掴
み
に
く
い
存
在
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
言
い
換

え
る
と
、
彼
は
対
照
的
な
二
つ
の
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

単
に
無
実
の
純
粋
な
少
年
と
し
て
は
説
明
し
き
れ
な
い
裏
面
を
も
合

わ
せ
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

作
中
で
は
、
三
浦
右
衛
門
の
存
在
は
今
川
家
の
滅
亡
と
は
直
接
関

係
し
て
い
な
い
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
「
狡
猾
ら
し
さ
」
を
考

え
る
と
、
こ
の
発
言
は
ど
う
も
疑
わ
し
く
思
わ
れ
る
。「
氏
元
が
豪

奢
遊
蕩
の
中
心
」
で
あ
る
、
あ
る
い
は
「
今
川
家
の
カ
ン
カ
ア
」
で

あ
る
と
い
う
彼
に
対
す
る
「
噂
」
は
、
必
ず
し
も
誤
解
で
は
な
か
っ
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た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
浦
右
衛
門
の
悪
名
を
、語
り
手
は「
単

純
な
世
人
」
の
因
果
関
係
の
間
違
い
で
あ
る
と
弁
護
し
て
い
る
の
だ

が
、実
際
に
は
事
実
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

三
浦
右
衛
門
が
高
天
神
を
訪
ね
刑
部
に
会
う
場
面
を
見
る
と
、
彼
は

自
分
の
服
装
が
粗
末
で
あ
る
理
由
や
一
人
で
高
天
神
を
訪
ね
た
訳
な

ど
を
語
る
際
に
刑
部
に
嘘
を
つ
い
て
い
る
。「
右
衛
門
も
普
通
の
人

間
が
吐
く
位
の
偽
は
つ
く
こ
と
が
出
来
た
」
た
め
に
、「
彼
は
乱
軍
の

中
で
主
人
と
別
れ
〳
〵
に
な
っ
た
不
幸
を
初
と
し
、
世
を
忍
ぶ
た
め

に
物
具
を
自
分
で
捨
て
た
話
な
ど
を
、
言
葉
巧
み
に
し
た
」
の
で
あ

る
と
い
う
。
三
浦
右
衛
門
は
、
無
邪
気
な
美
少
年
と
い
う
よ
り
は
、

自
分
が
助
か
る
た
め
な
ら
「
普
通
の
人
間
が
吐
く
ぐ
ら
い
の
偽
」
の

出
来
る
言
葉
の
巧
み
な
人
間
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
実
際
彼
は
一

の
無
邪
気
な
少
年
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
文
言
と
明
ら
か
に
相
反
し

て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
表
面
的
に
は
命
を
惜
し
ん
だ
純
粋
な
美
少

年
の
悲
惨
な
結
末
を
描
い
た
話
の
よ
う
に
読
め
る
の
だ
が
、
三
浦
右

衛
門
は
単
に
「
無
邪
気
な
美
少
年
」
と
い
う
よ
り
は
裏
面
の
あ
る
多

面
的
な
人
物
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
な
三
浦
右
衛
門
の
人
物
造
形
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の

小
説
の
「T

here is also a m
an

」
と
い
う
文
言
の
持
つ
意
味
を
考

え
直
し
て
み
よ
う
。
作
品
の
最
後
に
作
者
は
「
自
分
は
、
浅
井
了
意

の
犬
張
子
を
読
ん
で
三
浦
右
衛
門
の
最
後
を
知
つ
た
時
初
め
て

「T
here is also a m

an

」
の
感
に
堪
へ
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る

の
で
、
命
を
い
か
に
軽
く
捨
て
る
か
を
工
夫
し
て
い
た
時
代
に
、
死

に
た
く
な
い
と
最
後
ま
で
叫
ん
だ
三
浦
右
衛
門
の
「
人
間
的
な
姿
」

を
「T

here is also a m
an

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
重
性
を
持
っ
て
い
る
主
人
公
の

人
物
造
形
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、「T

here is also a m
an

」
の
持
つ

異
な
る
意
味
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
冒
頭
に
登
場
す
る
子

供
の
描
写
を
見
て
み
よ
う
。

 　

素
裸
体
の
子
供
が
、五
六
人
も
集
っ
て
ガ
ヤ
〳
〵
云
つ
て
居
る
。

夫
は
草
を
罠
に
し
て
ゐ
も
り
を
釣
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
不
気
味

な
朱
色
を
し
て
居
る
小
さ
い
動
物
は
幾
つ
も
溝
の
中
か
ら
釣
り
上

げ
ら
れ
て
は
土
の
上
に
投
げ
付
け
ら
れ
て
居
る
。
投
げ
付
け
ら
れ

る
度
に
、
身
体
を
も
が
く
勢
い
が
弱
く
な
つ
て
、
終
ひ
に
ど
ん
な

に
強
く
投
げ
つ
け
ら
れ
て
も
ビ
ク
と
も
し
な
く
な
る
。
す
る
と
ま

た
新
し
い
草
を
引
き
ぬ
い
て
新
し
い
罠
を
こ
さ
へ
る
。
子
供
の
群

の
前
後
に
は
、
赤
い
腹
を
白
い
灰
の
や
う
な
土
の
中
に
横
へ
え
た

醜
い
小
動
物
の
死
骸
が
幾
つ
も
〳
〵
も
こ
ろ
が
つ
て
居
る
。

こ
の
よ
う
に
、
何
気
な
く
い
た
ず
ら
で
イ
モ
リ
を
釣
っ
て
は
投
げ
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つ
け
る
子
供
の
遊
び
の
場
面
は
、
最
後
の
三
浦
右
衛
門
の
首
切
り
の

場
面
と
呼
応
す
る
。
遊
び
と
し
て
「
小
さ
い
動
物
」
を
殺
す
子
供
た

ち
は
、
命
を
大
事
に
す
る
と
い
う
自
覚
も
な
く
、
ま
た
自
分
よ
り
小

さ
い
弱
者
を
苦
し
め
、
殺
す
の
を
遊
び
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
あ
る
。
合
わ
せ
て
、
刑
部
と
三
浦
右
衛
門
の
最
後
の
場
面
も
引
い

て
お
き
た
い
。

 　

彼
等
は
一
斉
に
笑
つ
た
。
刑
部
は
ま
た
嘲
笑
つ
て
見
た
く
な
つ

た
。「
右
衛
門
！
命
は
惜
し
い
か
。
惜
し
け
れ
ば
手
を
突
い
て
、

惜
し
い
と
申
せ
」
と
云
つ
た
。
皆
は
ま
さ
か
武
士
と
も
あ
る
べ
き

も
の
が
之
ほ
ど
侮
辱
を
受
け
て
ま
で
命
乞
ひ
を
す
ま
い
と
思
つ

た
。
然
し
夫
は
思
つ
た
者
の
誤
解
で
あ
る
。
右
衛
門
は
涙
を
流
し

な
が
ら
手
を
突
い
て
、「
命
は
惜
し
う
厶
る
」
と
云
っ
た
。
ま
た
君

臣
の
高
い
嘲
弄
の
笑
声
が
響
き
渡
つ
た
。
刑
部
の
心
の
裡
に
は
、

右
衛
門
の
哀
訴
を
き
い
て
、
さ
ら
に
弄
ば
う
と
云
ふ
悪
魔
的
な
心

が
生
じ
た
。

刑
部
に
は
最
初
か
ら
三
浦
右
衛
門
を
助
け
る
気
持
ち
は
少
し
も
な

か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
命
だ
け
は
助
け
て
や
る
か
の
よ

う
に
三
浦
右
衛
門
に
語
り
か
け
、
彼
を
虐
め
な
が
ら
屈
辱
を
与
え
て

い
る
。
も
し
三
浦
右
衛
門
が
助
命
を
求
め
ず
に
武
士
ら
し
く
大
胆
に

死
を
迎
え
た
な
ら
ば
、
彼
は
切
腹
し
て
一
瞬
で
死
ね
た
か
も
知
れ
な

い
し
、
少
な
く
と
も
一
気
に
首
を
斬
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
彼
が
命

乞
い
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
し
て
内
心
を
打
ち
明
け
た
か
ら
こ
そ
刑

部
に
は
「
弄
ば
う
と
云
ふ
悪
魔
的
な
心
が
生
じ
た
」
の
で
あ
り
、
哀

願
す
る
弱
者
を
苦
し
め
た
い
気
分
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

三
浦
右
衛
門
は
両
腕
と
両
足
を
次
々
に
斬
ら
れ
、
苦
痛
と
恥
を
感
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
肢
が
斬
ら
れ
て
も
命
だ
け
は
欲
し
い

と
願
っ
た
三
浦
右
衛
門
に
対
し
て
「
刑
部
の
君
臣
は
ま
た
ど
っ
と
嘲

笑
つ
て
、
こ
の
人
間
の
最
高
に
し
て
至
純
た
る
欲
求
を
侮
辱
し
た
」

の
で
あ
る
。
三
浦
右
衛
門
の
足
を
斬
る
場
面
で
「
太
刀
取
は
左
の
手

で
右
衛
門
の
身
体
を
上
へ
持
ち
上
げ
る
や
う
に
し
て
右
足
を
剪
い

だ
」
と
あ
る
の
は
、
子
供
た
ち
が
イ
モ
リ
を
土
に
投
げ
付
け
弄
ぶ
場

面
と
重
な
る
。
三
浦
右
衛
門
も
ま
た
イ
モ
リ
の
よ
う
に
弄
ば
れ
る
弱

者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
浦
右
衛
門
は
自
分
を
寵
愛
す
る
氏
元
を
操
り
、
贅
沢
で
優
雅
な

生
活
を
送
っ
て
い
た
。
そ
し
て
生
き
残
る
た
め
に
主
君
を
裏
切
る
。

切
実
な
気
持
ち
で
助
け
を
求
め
刑
部
を
訪
ね
た
が
、
刑
部
も
ま
た
自

分
の
安
寧
の
た
め
に
恩
人
の
三
浦
右
衛
門
を
裏
切
る
。
し
か
も
彼
が

救
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
哀
願
し
た
た
め
に
、
そ
れ
を
裏
切
る
か
の
よ

う
に
死
を
延
期
し
苦
痛
を
最
大
限
に
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
、
最
も
残

虐
な
方
法
で
死
に
お
い
や
る
。
こ
れ
は
登
場
人
物
た
ち
の
裏
切
り
の
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連
鎖
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
小
説
の
冒
頭
で
、
高
天
神
に
向
か

う
三
浦
右
衛
門
は
イ
モ
リ
狩
り
を
す
る
子
供
た
ち
や
町
人
達
に
取
り

囲
ま
れ
殺
さ
れ
る
危
機
に
陥
る
が
、「
命
ば
か
り
は
助
け
て
下
さ
れ
」

と
願
い
助
け
ら
れ
る
。
三
浦
右
衛
門
が
、
自
分
の
贅
沢
の
た
め
に
苦

労
し
て
い
た
百
姓
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
第
三
者
で
あ

る
、
し
か
も
自
分
が
助
け
た
事
の
あ
る
人
物
の
刑
部
に
よ
っ
て
殺
さ

れ
る
と
い
う
構
造
は
興
味
深
い
。

先
行
論
の
よ
う
に
、
も
し
も
こ
の
小
説
が
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
描

い
た
小
説
で
あ
る
と
い
う
評
価
に
相
応
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
一
所
懸
命
に
命
を
求
め
る
三
浦
右
衛
門
と
い
う
武
士
ら
し
く
な
い

一
人
の
弱
い
人
間
像
を
描
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ

人
間
を
純
粋
の
悪
と
し
て
も
、
ま
た
純
粋
の
善
と
し
て
も
解
釈
し
な

い
、
そ
の
両
面
を
合
わ
せ
持
ち
、
な
お
か
つ
自
分
の
利
益
の
た
め
に

は
義
理
な
ど
は
い
つ
で
も
簡
単
に
裏
切
る
、
人
間
の
本
性
を
皮
肉
な

形
で
掘
り
出
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「T

here is also a 

m
an

」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
意
味
で
の
「
人
間
」
つ
ま
り

「m
an

」
で
あ
る
と
読
む
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に

菊
池
寛
は
最
初
の
歴
史
小
説
を
書
く
に
当
た
っ
て
様
々
な
工
夫
を

し
て
い
る
。
三
浦
右
衛
門
と
い
う
人
物
は
、
諸
書
の
伝
え
と
は
異
な

っ
て
、
歌
舞
伎
の
若
衆
の
よ
う
な
美
少
年
と
し
て
設
定
さ
れ
、
講
談

の
よ
う
に
、
語
り
手
の
解
釈
や
コ
メ
ン
ト
が
様
々
な
形
で
物
語
に
介

入
し
て
い
る
。
し
か
も
歴
史
を
舞
台
に
し
て
い
な
が
ら
も
、

「business as usual

」「T
here is also a m

an

」
な
ど
英
文
が
混
じ

っ
て
お
り
、「
刑
部
は
織
田
と
今
川
の
中
間
に
位
し
て
居
る
の
で
、
欧

州
戦
争
の
希
臘
の
や
う
に
」
や
「
此
頃
の
子
供
は
義
務
教
育
な
ど
で

早
熟
さ
れ
て
居
な
い
か
ら
」
な
ど
と
、
語
り
の
現
在
が
さ
り
げ
な
く

示
さ
れ
て
い
る
。
語
り
手
は
「
犬
張
子
」
を
読
ん
で
こ
の
小
説
を
書

い
た
と
し
て
い
る
が
、
典
拠
で
あ
る
「
狗
張
子
」
か
ら
は
三
浦
右
衛

門
の
イ
メ
ー
ジ
や
命
乞
い
の
場
面
だ
け
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
て
、
歴

史
的
な
事
実
や
背
景
、
登
場
人
物
の
名
前
な
ど
は
全
て
変
え
ら
れ
て

い
る
。
歴
史
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
読
者
な
ら
誰
で
も
違

和
感
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
程
の
改
作
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
小
説
が
、
作
品
の
最
後
の
語
り
手
の
発
言
の
よ
う
に
、
そ
し
て

今
ま
で
言
わ
れ
て
来
た
よ
う
に
、
戦
国
時
代
に
は
似
合
わ
な
い
三
浦

右
衛
門
の
「
人
間
的
」
な
最
後
の
場
面
を
よ
り
効
果
的
に
書
き
た
か

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
史
実
通
り
に
描
き
、
も
っ
と
戦
国
時
代
ら
し
い

設
定
に
す
る
べ
き
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
菊
池
は
む
し
ろ
逆
の
書

き
方
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

初
の
歴
史
小
説
を
書
い
た
菊
池
に
お
い
て
、
歴
史
と
は
単
な
る
衣

装
に
過
ぎ
ず
、「
テ
ー
マ
」
を
効
率
よ
く
伝
え
る
た
め
の
枠
組
み
に
過
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ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
両
義
性
を
表
現
す
る
た
め
に
、

菊
池
は
歴
史
と
い
う
枠
組
み
を
用
い
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
歴
史
的

事
件
を
転
倒
し
、
そ
こ
に
知
ら
れ
ざ
る
裏
面
が
隠
さ
れ
て
い
た
、
と

い
う
設
定
に
し
た
の
で
あ
る
。

結
末
の
「m

an
」
と
は
、
一
見
無
実
の
美
少
年
の
よ
う
に
見
え
る

三
浦
右
衛
門
の
狡
猾
な
裏
面
、
そ
し
て
恩
人
を
裏
切
り
グ
ロ
テ
ス
ク

な
形
で
殺
す
刑
部
な
ど
、
卑
劣
で
悪
魔
的
な
面
ま
で
も
含
む
存
在
と

し
て
の
「
人
間
」
を
示
し
て
い
る
。
菊
池
の
初
期
の
歴
史
小
説
に
は

逆
説
的
な
「
オ
チ
」
を
描
い
た
短
編
が
多
い
が
、
こ
の
「
三
浦
右
衛

門
の
最
後
」
に
、
す
で
に
そ
の
端
緒
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
戯
曲

作
家
と
し
て
出
発
し
た
菊
池
に
と
っ
て
、
小
説
を
書
く
に
あ
た
っ
て

は
「
語
る
事
」
へ
の
意
識
的
な
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
歴
史
や
文
学

作
品
、
歌
舞
伎
や
講
談
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
材
料
を
も
っ
て
、

こ
れ
を
自
在
に
切
り
張
り
し
て
モ
ザ
イ
ク
す
る
よ
う
に
構
成
す
る
と

い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
「
三

浦
右
衛
門
の
最
後
」
は
菊
池
の
初
期
の
歴
史
小
説
の
作
法
を
端
的
に

見
せ
て
く
れ
る
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

︻
注
︼

（
1
）
大
正
七
年
十
一
月
に
は
『
無
名
作
家
の
日
記
』（「
新
進
作
家
叢
書　

十
五
」
新
潮
社
）
に
収
め
ら
れ
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
初
出

の
タ
イ
ト
ル
は
「
最
後
」
で
は
な
く
「
最
期
」
で
あ
り
、
初
刊
の
作

品
集
『
無
名
作
家
の
日
記
』
に
も
「
最
期
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大

正
十
一
年
三
月
、
菊
池
寛
の
最
初
の
全
集
（
春
陽
堂
刊
）
に
収
録
さ

れ
る
際
に
「
最
後
」
と
改
題
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
こ
の
作
品
以
前
に
発
表
さ
れ
た
小
説
は
、
大
正
五
年
九
月
『
新
思
潮
』

の
「
身
投
げ
救
助
業
」、
同
年
十
月
『
新
思
潮
』
の
「
江
戸
っ
子
」
が

あ
る
。

（
3
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
昭
和
六
一
年
、
岩
波
書
店
）「
狗
張
子
」

の
項
に
よ
る
。

（
4
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
片
山
宏
行
「「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」
―
解
説

に
か
え
て
」（『
文
芸
も
ず
』
第
九
号
、
平
成
二
十
年
七
月
）
に
も
言

及
さ
れ
て
い
る
。
片
山
は
、「
岩
田
準
一
が
そ
の
『
男
色
文
献
書
誌
』

の
な
か
で
、『
狗
張
子
』
中
の
三
浦
右
衛
門
の
く
だ
り
、
ほ
か
数
編
を

挙
げ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
う
し
た
興
味
か
ら
菊
池
が
本
書

を
一
瞥
し
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
5
）
妹
尾
薇
谷
『
日
本
史
蹟
文
庫　

戦
国
の
川
中
島
』（
大
正
二
年
、
岡
田

文
祥
堂
）

（
6
）「
カ
ン
カ
ア
」
と
は
「cancer

」
つ
ま
り
「
癌
的
な
存
在
」
を
意
味
す
る
。

（
7
）
厚
見
老
人
「
権
八
の
い
ろ
い
ろ
」『
演
芸
画
報
』
第
三
巻
七
号
（
大
正

五
年
七
月
）
五
十
一
項


